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11 時 0 分から 19 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

合同サッカー、平和コンサート、保護者会＆保育参観、水遊び、夏または秋祭り、親子海水浴、川遊び、海遊び、地域の行事等見学、タッチプール、施設交流、クッキング、ハロウィン仮
装行列、クリスマス会、社会見学（消防署・警察署）、お買い物体験、外食体験、初詣、新年餅つき大会、節分行事等
《毎月の行事》誕生会、訓練等（火災・地震・津波・不審者対応）

（別添資料１）

家族支援

①ペアトレ会を年一回以上、開催して保護者の参加を呼び掛ける
②就労事業所や福祉サービスの情報提供を行う
③定期的な個別面談を行い、家族と情報共有行う。困り感についても話を聞き
サポートする
④相談窓口を設置し、いつでも相談できる体制を整える
⑤年一回の療育相談を開催する

移行支援

①就労先への情報提供や、会議等を行う
②併用利用先との子どもの状況や支援内容の共有を図る
③地域における仲間づくり等の支援を行う

地域支援・地域連携

①地域のイベントに参加することで、その地域の方々との交流が図れるよう支
援します
②放ディ事業所や学校、医療機関との情報共有を行い連携を図る
③子ども部会や連絡協議会、虐待防止委員会への参加

職員の質の向上

①定期的な事業所内研修やケース会議等を通して、必要なスキルと知識を
学ぶ
②外部研修への参加
③資格取得に向けた研修会への参加

支　援　内　容

①クッキング等を通して食育を図るとともに、アレルギー対策や、食に拘りや偏食、食事形態など個別に合わせた配慮を行う。
②検温・片づけ、手洗い、トイレの確立を図りながら、基本的生活スキルの向上を目指す共に、保護者と健康面での情報共有を行う。
③場面に応じた個別・空間の環境設定や構造化での生活環境設備（視覚的なレイアウトなど）で、落ち着いて活動に参加できるように支援を行う

①散歩を通して筋力向上、体力向上を図る。
②動作法を通してリラックスできる感覚を覚える。
③園外・屋内での運動遊びや活動を通して基本的な動作の向上を目指す

本
人
支
援

①避難訓練を定期定期に行うことで、地震・火災・不審者への対応力を養う
②視覚的ツールを活用・一人ひとりに応じた環境設定を行い、スムーズに活動に参加できる
③天気・気温・日付の把握と確認による感覚・和の認知形成を促す
④アートセラピーや、制作活動を通し「色」「形」「数」「空間」等の概念の形成を図る
⑤コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害予防及び行動への対応を支援する

①始めの会、終わりの会で、今日の気持ちや気分等を発表できる場を設け、言語の表出を促します
②手話や、サイン・文字などのコミュニケーションツールを保護者含め、全員で共通理解を図る
③SSTを行い、社会で生活していく為に基本的なスキルの獲得を目指す
④長期休暇は、子ども達主体での活動が主になるので、みんなで話し合い、意見がいえる環境設定を行い、楽しく過ごせるように支援する
⑤学習支援を行う

①社会人になるために、外出先・外食先での立ちふるまい、丁寧な言葉使いについて支援する
②環境に適した距離感（パーソナルスペース）の保ち方、ふるまい等の声掛けと実践を行う
③様々な場所へ外出することで、交流ができる環境の提供を行う。

支援方針

①個々の利用児、家族のニーズを尊重し、一人ひとりに合った支援を目指す
②実践的プログラムを行うことで、本人の将来への意欲の向上を目指す
③集団活動の中で、社会のマナーを身につける事のできる支援を目指す
④自分らしくいれる場所、安心できる空間つくりを目指す。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
障がいのある人もない人も、一人ひとりが自分らしく、あたりまえの生活を、ごく自然にあたりまえに、安心して共生する社会になるために一緒に考え、学びあい、支えあう。「必要なと
きに」「実用な人に」「必要な援助を」一人ひとりのニーズに合わせて、やさしさと思いやりで支援していきます。

事業所名 障がい児通所支援施設　ちゅらハウス２号館 作成日支援プログラム（参考様式）


